20200531レムナント教会1部
     願いの修正(Ⅰサムエル記31:8-13)
願いが変わると、人生が変わります。人はそれぞれ自分なりの願いを持って人生を生きます。私には希望も願いなどもありませんという人もたまにいるでしょうけれども、そういう人はぜひ正しい願いを自分のものとしてしっかり持つ機会になることを祈りたいと思います。その様々な願いをまとめて考えてみますと、大体こういう内容になるのではないでしょうか。「よりよい人間になりたい」「より優れた人になりたい」。それで「周りから、この世から認められる人になりたい」。こういう願いがあるのではないでしょうか。そして、「より経済的に豊かになり、生活が裕福になること」、それを願いに生きる人がいます。「生活がなるべく安定して、できれば健康に生涯を過ごしていきたい」という願いを持っている人がほとんどです。それから、もう一つ、「人より成功を収めたい」、また、「前に進んでいきたい」、そして、「より進化を遂げ、また発展を遂げていきたい」というような願いがほとんどの人の願いではないでしょうか。なぜかと言いますと、その願いが叶えられると、幸せになるだろうと思っているからだと思います。
しかし、なぜこのような願いによって、そして、このような願いを通して幸せを求めるようになったのでしょうか。それは実は神様とともにいた人がその神を離れて、神を失ってしまった結果、人間そのものがすべてであり、霊的なことが麻痺してしまうので肉がすべてになります。そして、永遠の世界などは全く分かっていないので、この世がすべてになります。そういうことの上に生まれるものがそのような願いというものなのです。残念ながら、神の民と言われていたイスラエルもその中身を見てみますと、このような願いと何も変わらない同じ願いを持っていました。そして、そのような願いを叶えようとして神に求めていましたけれども、彼らの願いとは裏腹に、目に見えない神様が、イスラエルの彼らの願いとあまり噛み合わないし、役に立たないなという結論に至るようになります。特に、士師記の歴史がそのような歴史でありました。ご存知のように、士師記は繰り返しの歴史です。奪われて大変な目に遭ったときに神に叫ぶようになりますと、神様が士師を立てて、それを治めるようになり、また豊かな時期を過ごすようになります。そうすると、また神を忘れて、同じ境遇を繰り返すようになりました。その繰り返しの歴史の中で、いつも豊かになり、いつも発展を遂げてというような願いを持っていたのに、その願いはあまり役に立たないと思うようになりました。神様は目に見えないし、頼りにならないなと思って、自分たちの願いを叶えてもらうために、神様ではない違う何かを要求することになります。それが「私たちにも他所の国のように王様が必要なんだ」ということでした。それで王様を求めて要求した結果、そこで生まれたものがサウル王なのです。つまり、サウル王というのは、サウル個人の問題もあるでしょうけれども、イスラエルの初代王でした。その時にサムエル預言者を始め、とても悲しんで、神様ととても遺憾に思い、怒りを覚えて悲しんでいらっしゃいました。しかし、神様の御心のゆえに、その王の制度を許されることになります。サウル王というものは、つまり、イスラエルの間違っている願いが作り出した作品のようなものなのです。偶像と同じ流れのものだったわけです。

間違っている願いを持っていますと、その結果、神の民でさえこのような道を走るようになるという歴史の教訓のようなものなのです。そのイスラエルの象徴とも言えるサウル王が、その息子も皆一緒に悲惨な死を遂げるようになります。それによって第Ⅰサムエル記の歴史は幕を閉じることになりました。ここで私たちに対しての、またイスラエルに対しての神様のメッセージがあるわけです。今の私たちにはそれが教訓になるでしょう。間違っている願い、つまり、自分の元々の願いは正しいものではないので、それを捨てなさい。そして、正しい願いを持ち、つまり、神様の願いを自分の願いとしてしっかり持つように願いを修正しなさいというメッセージが歴史を通して教訓として私たちに語られている場面です。サウル王個人の人生の失敗と一言で片付けられるようなものではありません。イスラエルを象徴するイスラエルの王でした。つまり、イスラエルには王がいりません。イスラエルの王の制度は最初から失敗であり、最後の最後まで失敗だったということが歴史を通して明らかに証明されることになりました。それがサウル王の悲惨な死が意味するものです。なので、この聖書の教訓を通して、今を生きる信者の私たちは、願いを修正していかないといけません。そのような願いを持つこと、豊かになりたい、健康になりたい、良い成績を求めたい、他の人より前に進んで成功を収めたい、という願いの何が悪いのかと思うかもしれません。先程も申し上げましたように、それは基本、神を離れた結果、生まれてしまった願いというものであることを覚えていてください。もしアダムとエバが、いちばん最初の神様によって造られたままの状態であれば、エデンの園を備えられて、神様がいつまでもともにおられ、神様が味方である状態で幸せを求めるのでしょうか。もう幸せなのだから。豊かになることが願いになるのでしょうか。もう豊かなのだから。だから、吟味しないといけません。世の中で当たり前なことだからといって、私たちは検証もせずに、チェックもせずに、そのまま流されてはいけません。そのような中で神様の恵みによって、神の子どもとして召されるようになった信者です。
ですから、願いを修正するためには、まずは自分の、人間の本当の姿が何かが正しく分かったときに、正しい願いを持つようになります。ぜひ自分の本当の姿に目覚めていただきたいと思うし、それを心から素直に認めるようになる恵みを祈りたいと思います。自分、つまり、人間というのは、創世記1：27に記されているように、神のかたちに造られたものなのです。先程も申し上げましたように、神がともにおられる、神のかたちに造られたものなので、幸せになりたいとか、今の願いのようなものは一切ありません。もし願いがあるとしたら、神の栄光を現すという願いの他にはない、そういうものでした。しかし、残念ながら、ローマ3：23、「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」。罪によって神様を離れることになりました。それを死んだと表現しています。エペソ2：1、自分の罪過と罪との中にあって死んだ者となり、そのたましいが死んでしまったということは、実は認めたくないでしょうけれども、ヨハネ8：44、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者」です。残念ながら、悪魔の子どもと呼ばれる存在になってしまいました。ですから、当たり前に残念ながらエペソ2：3にあるように、生まれながら神の御怒りを受けるしかない存在として生まれるようになります。そして、この人生を生きることが、本性から神を否定して神に敵対することしかできない人生を送るようになります。エペソ2：2、空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンに従って、その悪魔が作り出した世の流れに従って生きることしかできない存在でした。ですから、人生の最後は死んで、死んだ後はさばきを受ける運命に捕らわれて生きる者です。ヘブル9：27です。これが、神のかたちに造られた者なのにその神を失った結果、人間がどのような姿に変えられてしまったのかという聖書の証言です。これが神の恵みによっていのちが与えられている者にアーメンとしてうなずくようになるわけです。そのときまでは認めないし、認めたくもないし、真正面から否定して敵対すようになるだけです。しかし、残念ながら否定しても信じなくても自分の姿はこのような悲惨な絶望的な姿です。これが本当であれば、このような人間として、よりよい人間になり、豊かになることによって幸せが得られるのでしょうか。発展すれば、成功を収めれば、そこに幸せなどはあるのでしょうか。生まれながら神の御怒りを受けるべき存在なのに。そういったものは生きるために必要なものには間違いありません。しかし、それが人生の、自分の願いになるはずがありません。願いになるようなものではありません。自分の本当の姿が、人間がどういう存在なのかが、本当に聖書が教えているとおりに、霊的な目が開かれたと分かったならば、願いは愚かなものになるでしょう。神様はこのような人を愛して、このような人にいのちを与えようとして、救いの約束を与えられました。創世記3：15、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕く。キリストを送ることによって、人はこの滅びの運命から解放されて、また神様と一緒になることができます。キリスト一本しかありません。キリストの他に道はありません。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」。世界中でこのイエス・キリストの御名のほかに、私たちが救われる名として、どのような名も与えられていません。人の本当の姿が分かって、それを心から認めることであれば、あれこれ願い、こうなりたいというすべての願いが虚しいものになり、一つしか見えなくなります。キリストの他には何も見えなくなります。

ですから、人間のことを一番良くご存知の神様、人を愛していらっしゃる神様は、私たちに対してこのような願いを持っていらっしゃいます。豊かになること、健康になること、成功することなどは、神様は興味ありません。神の願いはただ一つ、この唯一の道であるキリストを正しく知ることなのです。そして、そのキリストを信じることです。「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」。キリストを正しく知り、キリストを信じて、ひとりひとり罪人だった人間がキリストによって神から与えられるいのちにあずかること、いのちが得られること、それこそ神様の願いです。ヨハネ20：31にも、この聖書が記されている理由、与えられている理由、イエスがキリストであることをあなたがたが正しく信じて、いのちが得られること、それが目的なのです。神様はそれ以外の願いは何もありません。キリストによっていのちにあずかる、この神の願いのためには、これが人間にとって最高の幸せ、祝福なので、そのためには神様は与えられるときもあるし、奪ってなくしてしまうときもあるわけです。それが聖書の歴史であり、また士師記の歴史でもあるわけです。親が子どものことを愛して、子どもに勉強してほしいという願いを持って、そのために子どもにこう言います。「あなたが勉強をして成績が上がったら、ここまでになったら、ニンテンドー2を買ってあげるよ」。親の願いは、子どもが真面目に勉強することであって、ニンテンドー2というものはただの道具です。しかし、子どもは勉強を全くするつもりはないし、頭の中はニンテンドー2、ニンテンドー2…。でも、勉強はしないし成績は上がらないので、親はニンテンドー2など買ってあげないのです。そうすると、子どもはこう思います。「なんでニンテンドー2を買ってあげると言ったのに。親はおかしい人間だね。うそつきじゃないのか」と思うわけです。だから、最終的には、親などもう頼りにならんと自分でニンテンドー2を求めて闇金に手を出すようになります。神様がイスラエルに向かっておっしゃいました。あなたがたがわたしのことばを守り、つまり、律法をしっかり守ると、あなたがたに祝福を与えられ、そして、周りの国々に勝利するようにしてあげるよと。旧約で神のみことばを守り、律法を守るということは、今で言いますと、キリストを正しく知り、信じることなのです。それが神様の願いなので。しかし、イスラエルの人々は、神がおっしゃることばは守ろうとせずに、守る力もありませんでした。頭の中には祝福、勝利、そればかりがありました。しかし、歴史を見ると、いつも祝福があったり、いつも勝利があるわけではなくて、先程の士師記の話の中でも申し上げましたように、何かの繰り返しのようなことなのです。話が違うのではないか。神様は目に見えないし、神様ってちょっと嘘つきみたいだね。神様は、結局頼りにならないね。それで自分で願い、肉体的に祝福されてうまくいくことばかり願う。その願いを叶えてもらうために偶像に走ったり、しかし、それもうまくいかないので、その延長線で王様を私たちに…というように要求したわけなのです。それが初代王だったサウル王が誕生した経緯です。願いというのはどれほど恐ろしいものなのかということがよく分かる場面ではないでしょうか。神様は、神様の願いであるキリストに目を留めて、キリストを信じる信仰を持つことが願いなのに、みことばを守ることが願いなのに、そうしていないので、奪うこともあったり、叩くこともあるし、様々な方法を神様は用いられるわけです。でも、その意味がわかっていないイスラエルの民は、「神様はいらないよ。王様がほしい」という方向に走ることになってしまいました。自分の本当の姿が分かったときに、今までの願いは無駄な虚しいものになり、キリストだけが願いになります。キリストを求めるようになります。元気になりたいではなくて、キリストを求めます。成績が上がることを求めるのではなくて、キリストを求めるようになります。その願いの修正、そして、そのキリストを求めて、キリストをしっかり握ったものが、そのキリストを正しく味わうようになれば、その人は正しい願いの持ち主になります。キリストを本当に味わった時にどうなるのでしょうか。そのキリストの中に本物の幸せがあることが分かるようになります。イエス様が弟子たちにおっしゃいました。「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人のものだから」。キリストにあって天の御国を所有していることが分かり、自分は健康や財産などと関係なく幸せなものなのだということが分かって、幸せを求める人生からは卒業するようになります。しかし、キリストを本当に正しく味わっていないので、教会に通いながらも、福音、福音と言いながらも、結局願いは世の中の人と全く同じものなので、神様、キリストと言いながらも、サウル王を求める感覚なのです。キリストの中にエペソ1：3、天にある霊的すべての祝福がそこにあるわけです。もうこれ以上、幸せなどを求める理由はありません。コロサイ2：3、キリストの中にすべての知恵と知識の宝が全部その中に入っているわけです。だから、パウロのように告白するようになるでしょう。Ⅰコリント1：30、「しかしあなたがたは、神によってキリスト・イエスのうちにあるのです。キリストは、私たちにとって、神の知恵となり、また、義と聖めと、贖いとになられました」。つまり、イエス・キリストが私のすべてであり、私が無能なものであっても全く構いません。キリストが私の力であり、キリストが私の誇りになるわけです。ですから、十分なので余計な何かを願いにして求めることなどは卒業するようになるでしょう。
また、パウロはローマ8：28、37、39などで、このキリスト・イエスのうちにあるものは、誰もその愛から切り離すことができないし、患難、苦難、迫害、飢え、死、何があっても圧倒的な勝利者となるし、特に28節、すべてを働かせて益となる、死ぬことさえ益となる、その不思議な恵みの世界を歩くようになるので、何が問題でしょうか。何を願うのでしょうか。キリストを本当に正しく味わえば。パウロは刑務所の中で、この刑務所の中から出るようにという願いなどはありませんでした。「乏しいからこう言うのではありません。私は、どんな境遇にあっても満ち足りることを学びました。私は、貧しさの中にいる道も知っており、豊かさの中にいる道も知っています。また、飽くことにも飢えることにも、富むことにも乏しいことにも、あらゆる境遇に対処する秘訣を心得ています。私は、私を強くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです」。キリストを本当に味わって豊かになれば、何も問題になりません。ですから、満たされないということがないので、それによる願いというものも消えてなくなります。キリストを正しく味わうときに、その人はキリストで十分幸せで、キリストで十分であるし、またキリストの中にあって未来も永遠に保証されているということが分かって、その喜びの中を生きるようになりますので、今までの願いなどは虚しいものであり、またいらないものであり、騙しごとになるわけです。そのときに初めて私たちが遣わされて生かされているこの世が目に入ってくるようになります。この世はあくせくもがいているように、ときにはまばゆい発展を遂げているかのように見えるけれども、この世は暗やみに覆われているところなのだね。そして、答えがないままさまよい続けるし、永遠にさまようしかないところであるし、そこで何の解決にもならない、もがいて、もがいて疲れているところであるし、最終的には、知らずに地獄に向かって走っているところではないのか。それでこの世界を見て、キリストの他には希望が全くないところだということが目に見えて分かるようになります。そのときに今までの願いを捨てて、自分の存在の理由、自分の残りの生涯の願いは、この世にキリストであるイエスを宣べ伝える、イエスの証人として生きることになるわけです。それが信者の願いです。神様はその願いのために与えられるときも、慰めるときも、奪うときも、叩かれるときもあるわけです。混乱せずに願いを修正していきましょう。
それから、イエス・キリストを信じている信者であれば、いま状態がいろいろあるでしょうけれども、誰でもこの願いを叶えて、そして、この願いのために召されているということを忘れないでください。いまたとえ精神的な問題を患っているとしても、イエスを信じる者は、この理由のために、それが許されているわけです。貧しい問題があるでしょうか。イエスの証人という変わることのできない神の願いのためにそのプロセスを通っているということを忘れないようにしてください。このように願いが修正されるときに、イエス様が弟子たちに山上垂訓を通しておっしゃいました。マタイ6：33、あなたがたは「神の国とその義とをまず第一に求めなさい」。何を食べるか、何を飲むか、何を着るか、などを心配せずにとイエス様がおっしゃることの意味を正しく理解するようになります。
改めて申し上げます。願いが変わると人生が変わります。何をするのか以前に、何のためにそれをやっているのかということが大切なポイントになります。ぜひここにいらっしゃる兄弟姉妹ひとりひとりは、自分の願いが何だったのかということを省みてチェックしてください。一番最初に申し上げましたように、願いなどありませんという人は、今日のメッセージに沿って、願いを正しく見つけて自分のものにしてください。そして、様々な願いがあったならば、その願いがどこからきたものであり、それがどこに向かっていく恐ろしいものなのかをメッセージを通して吟味して、神の願いを自分の願いに修正するようにしていきましょう。何が願いだったでしょうか。そのすべての願いを下ろして、キリストを願いにしてください。「キリストを知りたいです。キリストを信じること、キリストを豊かに味わうこと、その願いのために時間を割いて、あらゆることを断ち切って集中するときをサミットの時間と言います。ぜひ皆さんのものにしていただきたいとそう願います。結局、サウル王は死んで消えてなくなるようになっていました。私たちの中にもサウル王が死んで、ダビデがしっかり立つように、そのように修正の祝福があることを祈りたいと思います。週報にも書いてあるし、私は毎日祈るたびに告白していますが、信仰の宣言文、キリストだけが希望であり、イエスがそのキリストであり、ならばそのイエスを信じている自分はイエスの霊が宿っている祝福の神の子どもであり、この世はキリストの他には希望がありません。ならば私が生きる、存在する理由は、この世にキリストを語り、神の国が臨まれるように、その理由のために今日の一日も生かされて、今日の一日も出向いて出ていきます。その信仰の宣言文が皆さんのものであり、心からの宣言、告白となることを心から祈りたいと思います。
（祈り）
愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今大変な時期を私たちが過ごしていますが、今も神様は変わることなく神の契約を全うしていらっしゃることを覚えて主の御名をほめたたえます。教会を整えて、終末の信仰として聖められ、なにより信者として願いを修正する作業を成していらっしゃることを覚えて主の御名をほめたたえます。どうかこの祝福の神の答えが、みわざが兄弟姉妹ひとりひとりの心のうちにしっかり現れること心からお願いをいたします。様々なサタンに操られるしかない願いをすべて下ろして、サウル王が死んで、キリストが願い、イエスの証人となることが願いとなるように、聖霊様が豊かに祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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